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information

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
聴
覚
］　

10
月
18
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

10
月
16
日（
火
）・11
月
６
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

11
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

10
月
16
日（
火
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

10
月
18
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き　

11
月
14
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

10
月
18
日（
木
）・11
月
15
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

10
月
26
日（
金
）・11
月
16
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
知
的　

11
月
12
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆［
高
野
地
域
］

○
身
体
・
知
的

11
月
14
日（
水
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

10
月
16
日（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

11
月
14
日（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

催

　

し

平
成
24
年
度
庄
原
市
県
立
広
島
大

学
研
究
開
発
助
成
事
業
報
告
会

　

県
立
広
島
大
学
研
究
開
発

助
成
事
業
は
、県
大
の
知
的
資

源
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
関
す
る
研
究
に
市
が
助
成

し
、そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元

す
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
研

究
課
題
を
募
集
し
採
択
し
て
い

ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、市
と
県
大
の
連

携
に
よ
る
研
究
開
発
の
内
容
や

成
果
を
報
告
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
29
日（
月
）

13
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
１
２

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話しください。

〈〈家族や友人が心配という方もご相談できます。〉〉

広島県西部こども
家庭センター

☎ 082 − 254 − 0391 月～金 10:00 〜 17:00
休日夜間電話相談
☎ 082 − 254 − 0399

月～金 17:00 〜 20:00
土日祝 10:00 〜 17:00

広島県北部こども
家庭センター

☎ 0824 − 63 − 5181（代）
内線 2313 月～金 10:00 〜 17:00

庄原市役所 女性児童課 女性子ども支援係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

西
城
超
元
気
農
産
物
フ
ェ
ス
タ

と
き　

11
月
11
日（
日
）

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

西
城
体
育
館

内
容　

地
元
農
産
物
の
品
評

会・
競
り
大
夫
に
よ
る
競
り
売

り・販
売
、加
工
品
の
販
売
、地
元

の
食
材
を
使
っ
た
食
の
も
て
な
し

コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
１
７
５

ひ
ろ
し
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

食
欲
の
秋
、「
地
産
地
消
」を

テ
ー
マ
に
、広
島
県
内
の
海
の
幸
、

山
の
幸
な
ど
の
名
産・特
産
品
を

一
堂
に
集
め
た
祭
典
で
す
。焼

殻
付
き
カ
キ
の
即
売
、各
市
町
の

ふ
る
さ
と
の
味
、各
種
米
飯
、め

ん
類
な
ど
、一
日
で
は
回
り
き
れ

な
い
、食
べ
き
れ
な
い
大
き
な
ス

ケ
ー
ル
の
イ
ベン
ト
で
す
。

　

昨
年
は
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
開

催
さ
れ
た「
第
２
回
広
島
て
っ
ぱ

ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
、庄
原
焼
き
が

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
と
い
う
快
挙

も
あ
り
ま
し
た
。今
年
も
庄
原

市
か
ら
秋
の
恵
み
、自
慢
の
味
を

多
数
出
店
す
る
予
定
で
す
。

と
き

10
月
27
日（
土
）・28
日（
日
）

10
時
～
17
時

※
27
日
は
広
島
城
広
場
の
み

20
時
ま
で

と
こ
ろ　

広
島
城
と
そ
の
周

辺
、広
島
市
中
央
公
園
の
一
部

問
い
合
わ
せ　

ひ
ろ
し
ま
フ
ー
ド

フェス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

☎
０
８
２

−
２
２
２

−

１
１
３
３

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
広
島

県
推
進
協
議
会
企
画
巡
回
展

平
清
盛
の
時
代
と
瀬
戸
内
海

　

大
河
ド
ラ
マ「
平
清
盛
」の
放

映
に
関
連
し
た
企
画
と
し
て
、平

氏
政
権
と
広
島
県
の
か
か
わ
り

や
各
地
に
残
る
平
家
伝
説
な
ど

を
、資
料
や
写
真
を
通
じ
て
紹

介
し
ま
す
。併
せ
て
、大
河
ド
ラ

マ「
平
清
盛
」の
衣
装・写
真
パ
ネ

ル
も
展
示
し
ま
す
。

●
展
示

と
き

10
月
19
日（
金
）～
11
月
４
日（
日
）

９
時
～
17
時（
水
曜
日
休
館
）

と
こ
ろ　

時
悠
館

内
容　
『
源
平
合
戦
一
の
谷
図

屏
風
』、重
要
文
化
財「
広
島
県

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
品
」宋

の
銭
の
塊（
複
製
品
）

入
館
料

高
校
生
以
上
４
０
０
円
、20
人
以

上
の
団
体
１
人
当
た
り
３
２
０
円

記
念
講
演　

と
き　

10
月
20
日（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

時
悠
館

演
題

「
平
家
物
語
と
備
北
の
荘
園
」

講
師

武
田
祐
三
さ
ん（
田
園
文
化
セ
ン

タ
ー
館
長
）

演
題

「
平
氏
政
権
と
備
後
地
方
」（
展

示
解
説
）

講
師　

西
村
直
城
さ
ん（
県
立

歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１

第
25
回
し
ょ
う
ば
ら
菊
花
展

　

し
ょ
う
ば
ら
菊
友
会
会
員
お

よ
び
市
内
小
学
校
児
童
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
、大
菊
か
ら
小
菊

盆
栽
ま
で
の
作
品
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間

11
月
１
日（
木
）～
14
日（
水
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

小
林
豊
「
絵
本
原
画
展
」
と

「
お
話
の
会
」

　

中
東・ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
諸

国
の
人
々
と
の
交
流
体
験
を
通

じ
て
、異
文
化
を
温
か
く
描
い
た

小
林
さ
ん
の
作
品
は
、国
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

世
界
を
旅
し
た
経
験
を
子
ど
も

た
ち
に
届
け
た
い
と
の
思
い
か
ら

制
作
し
た
絵
本「
せ
か
い
い
ち
う

つ
く
し
い
ぼ
く
の
村
」は
、第
43

回
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
フ
ジ

テ
レ
ビ
賞
を
受
賞
。「
ぼ
く
の
村

に
サ
ー
カ
ス
が
き
た
」で
は
、第

43
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
の
作
品
は
、小
学
４

年
生
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
絵
本
原
画
展

と
き

10
月
21
日（
日
）～
30
日（
火
）

９
時
～
17
時　

※
28
日（
日
）は
休
み

と
こ
ろ　

東
城
支
所

●
お
話
の
会

と
き　

10
月
30
日（
火
）

10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

東
城
小
学
校

テ
ー
マ

風
と
旅
と
絵
本

―
水
が
日
本
を
つ
く
り
、風
が
日

本
を
育
て
た
い
の
ち
は
地
上
を

吹
く
風
に
宿
る
―

問
い
合
わ
せ　

東
城
教
育
室　

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
２
２
１

西
城
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

西
城
地
域
の
個
人
や
団
体
が

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る「
生

涯
学
習
フェス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

し
ま
す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

　

芸
能
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

む
団
体
が
、そ
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

と
き　

10
月
20
日（
土
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

ウ
イ
ル
西
城　
　

○
庄
原
市
西
城
町
美
展

　

西
城
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品

や
、小・
中
学
校
、西
城
紫
水
高

校
の
児
童・生
徒
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

と
き

10
月
20
日（
土
）～
22
日（
月
）　

９
時
～
18
時

た
だ
し
、20
日
は
９
時
30
分
か

ら
、22
日
は
13
時
ま
で

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー　
　

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
１
７
５

源
の
森
ツ
ー
リ
ン
グ

ト
ラ
イ
ア
ル
ｉ
ｎ
比
和

　

比
和
町
内
に
開
設
さ
れ
た

コ
ー
ス
を
バ
イ
ク
で
走
り
ま
す
。

比
和
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き　

10
月
21
日（
日
）７
時
～

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

（
メ
ー
ン
会
場
）

参
加
費　

１
万
２
千
円

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会
比
和
支
部　

☎
０
８
２
４

−

８
５

−

７
１
１
１
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第
12
回
こ
ど
も
ま
つ
り

　
『
高
原
に
広
が
る
こ
ど
も
の
時

間
〜
時と

き

を
忘
れ
て
あ
そ
ぼ
ー

や
！
〜
』を
テ
ー
マ
に
、家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
と
自

然
体
験
いっ
ぱ
い
の
お
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
28
日（
日
）10
時
～
14
時

と
こ
ろ　

高
原
の
家
七
塚・広
島

県
立
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

内
容　

山
の
あ
そ
び
場
、ポ
ニ
ー

な
ど
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、各
種
バ
ザ
ー
、

育
児
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
、ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、育
児
相
談
、子
育
て

応
援
情
報
、広
島
県
立
畜
産
技

術
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開　

ほ
か

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局（
女
性
児

童
課
女
性
子
ど
も
支
援
係
）

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

食
関
連
産
業
研
究
会
ｉ
ｎ
庄
原

－

“選
ば
れ
る
”
も
の
づ
く
り

－

　

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推

進
機
構・庄
原
商
工
会
議
所・㈱

ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
は
、「
地

元
の
安
全
で
お
い
し
い
食
材
を
活

か
し
た
新
商
品
開
発
」、「
食
の

既
存
商
品
の
魅
力
向
上
で
売
れ

る
商
品
に
磨
き
あ
げ
た
い
」と
い

う
事
業
者・
関
係
者
を
対
象
に

し
た
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
バ
イ
ヤ
ー
が

欲
し
い
商
品
と
は
？
」で
す
。な

お
、参
加
に
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

と
き　

10
月
22
日（
月
）

14
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
商
工
会
議
所

講
師　

城
山
博
隆
さ
ん（
広
島

ブ
ラ
ン
ド
シ
ョッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｕ
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、米
田
貴
文
さ
ん

（
広
島
三
越
シ
ョッ
プ
マ
ス
タ
ー
）

申
し
込
み
期
限

10
月
17
日（
水
）16
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進

機
構

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
１
２
１

Ｅ
メ
ー
ル　

arita@
shobara-

sangakukan.com

第
20
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョン
や
広
島
牛
の
丸
焼

き
な
ど
の
各
種
バ
ザ
ー
、特
産
品

が
勢
揃
い
し
ま
す
。さ
ら
に
、古

事
記
編
纂
１
３
０
０
年
、庄
原
と

奥
出
雲
を
つ
な
ぐ
神
楽
イ
ベン
ト

と
題
し
、島
根
県
奥
出
雲
町
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。広
島

百
山「
福
田
頭
」な
ど
の
山
々
の

紅
葉
を
見
な
が
ら
楽
し
い
１
日

１０月１５日（月）～２１日（日）は「行政相談週間」
　あなたの毎日の暮らしの中で、行政に関して「どうしたらよいかわからない」、「こうしてもらいたい」といったことを感じ
たことはありませんか？
　「行政相談」は、そうした苦情や意見・要望を解決するとともに、これを基に行政運営の改善につなげていく活動です。
　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、次のとおり相談を受け付けています。

※都合により、日程を変更する場合がありますのでご了承ください。
※定期相談日以外の日にも、各委員の自宅で相談に応じています。
※中国四国管区行政評価局（広島市中区上八丁堀６−３０）でも行政相談を受け付けています。
　☎０５７０−０９０１１０〔行政苦情１１０番〕（注））

（注）１ ＰＨＳや一部ＩＰ電話などでつながらない場合は０８２−２２２−１１００へおかけください。
　　２ 行政評価局で実施している電話相談は、相談内容の正確な把握のため、録音されています。

行政相談委員にご相談ください

地域 氏  　名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所

庄原 中
なかやま

山 忠
ただあき

昭 ☎０８２４−７２−５８７３ 毎月第３木曜日
１３時～１６時

庄原市ふれあいセンター
☎０８２４−７２−７１２０

西城 作
さ く だ

田 ユリコ ☎０８２４−８２−３０４８ １０・１２・２月の第３木曜日
１３時３０分～１６時３０分

西城保健福祉総合センター
☎０８２４−８２−２２０２

東城 滝
たきもと

本 昌
ま さ こ

子 ☎０８４７７−４−０６５０
※毎月第３木曜日

（１２月のみ第２木曜日）
１３時３０分～１５時３０分

東城ふれあいセンター
☎０８４７７−２−０９０９

口和 石
い し だ

田 湶
いずなり

也 ☎０８２４−８９−２０２２ １０・２月の第４木曜日
１３時３０分～１５時３０分

口和老人福祉センター
☎０８２４−８９−２３２０

高野 井
いのうえ

上 清
きよのり

憲 ☎０８２４−８６−２７３２ １０月１６日、１２月１１日、２月１２日
１３時～１５時

高野支所
☎０８２４−８６−２１１５

比和 村
む ら お

尾 孝
こうきち

吉 ☎０８２４−８５−２２０９
１）１０月１８日、１２月６日
２）２月２１日
１３時３０分～１５時３０分

１）比和文化会館
☎０８２４−８５−２６００
２）比和支所
☎０８２４−８５−３００１

総領 秋
あきやま

山 義
よしはる

治 ☎０８２４−８８−２２１７ ※毎月第２水曜日
９時～１１時

総領健康福祉センター
☎０８２４−８８−３１１０

　俳優の火野正平さんが視聴者から寄せられた「心の風景」にまつわるエピ
ソードによって目的地を決め自転車で旅するＮＨＫＢＳプレミアムのテレビ番組

「にっぽん縦断こころ旅～秋の旅」が、９月２４日（月）からスタートしました。
　広島県には１１月中旬から約２週間滞在し、番組が収録されることになりまし
た。
　そこで、市内の「ずっと残したいふるさとの風景」や「誰かにそっと教えたい
心の絶景」などについて、心のこもったお手紙を募集しています。
　手紙には、①住所②名前③電話番号④性別⑤年齢⑥思い出の場所・風
景⑦場所にまつわるエピソード―をご記入ください。写真の添付も大歓迎で
す。

《応募方法》
　●番組ホームページから
　　　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｎｈｋ.ｏｒ.ｊｐ/ｋｏｋｏｒｏｔａｂｉ/へアクセス。
　●ファクスから　０３－３４６５－１３２７へ送信。
　●お便りで　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係へ送付。
問い合わせ
　ＮＨＫふれあいセンター　☎０５７０－０６６－０６６（ナビダイヤル）
　※ナビダイヤルがご利用になれない場合は☎０５０－３７８６－５０００

にっぽん縦断こころ旅お手紙募集

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
21
日（
日
）

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ　

比
和
や
ま
び
こ

祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
比
和

支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４

−

８
５

−

３
０
０
０

そ

の

他

家
屋
の
取
壊
し
や

新
増
築
の
届
け
出
を

！！

　

固
定
資
産
税
は
、そ
の
年
の

１
月
１
日
現
在
に
、固
定
資
産

（
土
地
、家
屋
、償
却
資
産
）を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

や
、災
害
な
ど
に
よ
っ
て
家
屋

が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、「
家
屋

異
動
申
告
書
」を
、税
務
課
ま
た

は
最
寄
り
の
支
所
税
務
担
当
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式

は
税
務
課
ま
た
は
支
所
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。）

　

取
壊
し
ま
た
は
滅
失
し
た
家

屋
の
固
定
資
産
税
は
、翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。た
だ

し
、住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合

に
は
、土
地
に
適
用
さ
れ
て
い

る『
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税

標
準
特
例
』が
適
用
さ
れ
な
く

な
る
た
め
、翌
年
度
か
ら
税
額

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、家
屋
を
新
築
・
増
築
し

た
場
合
や
、家
屋
の
用
途
を
変

更
し
た
場
合（
た
と
え
ば
、住
宅

か
ら
店
舗
へ
、店
舗
か
ら
倉
庫

へ
変
更
）も
、あ
わ
せ
て
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。木
造
・
非
木
造

の
別
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
４

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を

超
え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、本

年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を

広島県立三次看護専門学校入学生募集
次のとおり学生を募集します。

学科
募集
人員

受験資格
修業
年限

受付期間 試験日

第一
看護学科

60 人

高等学校卒業者（平成 25 年 3
月卒業見込みの者を含む）、また
はこれと同等以上の学力がある
と認められる者

３年

１/９(水)
～ 18(金)
(郵送の場
合 は 1 月
18 日の消
印有効)

１/31(木)
2/1(金)

第二
看護学科

20 人

准看護師の免許取得後、3 年以
上業務に従事している者、もしく
は准看護師の免許取得者（平成
25 年 3 月免許取得見込みの者
を含む）で、高等学校卒業者（平
成 25 年 3 月卒業見込みの者を
含む）または高等学校卒業と同
等以上の学力があると認められ
る者

2 年 1/30(水)

試験会場および問い合わせ
広島県立三次看護専門学校
〒７２８−００２３三次市東酒屋町字敦盛５１８−１　☎０８２４−６２−５１４１

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、将
来

の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、年
金

の
受
給
権
の
確
保
に
つ
な
げ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

注
意　

後
納
制
度
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
が
、審
査
の
結

果
、制
度
を
ご
利
用
に
な
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
１
０
７

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
１
１

−

０
５
０



広報 2012.10 32

お
し
ら
せ

広報2012.1033

information

日
本
最
大
級
１
０
０
品
種
！

１
５
０
万
本
！  

コ
ス
モ

ス
が
見
ご
ろ
で
す
！

　

花
の
広
場
の
コ
ス
モ
ス
が
最
盛

期
を
迎
え
ま
す
。

　

花
び
ら
が
八
重
咲
き
や
筒
状

に
な
っ
て
い
る
、変
わ
り
咲
き
の

品
種
や
ク
リ
ー
ム
イ
エ
ロ
ー
の
コ
ス

モ
ス
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。10
月

20
日（
土
）、21
日（
日
）に
は
コ
ス

モ
ス
の
切
花
体
験
も
あ
り
ま
す
。

さ
と
や
ま
手
作
り

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

　

庄
原
を
は
じ
め
、中
国
地
方

の
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
公
園
に
集

合
！
皮
、和
紙
、金
属
な
ど
を

使
っ
た
作
品
づ
く
り
の
実
演・展

示
や
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

と
き

10
月
13
日（
土
）、14
日（
日
）

と
こ
ろ　

北
口
湖
畔
広
場

人
力
の
鉄
道「
人
車
体
験
」

　

全
国
で
３
カ
所
し
か
な
い
人

力
の
鉄
道「
人
車
」。人
が
手
で

押
し
て
進
む
往
復
80
㍍
の「
歩

く
よ
り
も
遅
い
、小
さ
な
鉄
道

の
旅
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

芸
備
線
を
走
っ
て
い
た
急
行
ち

ど
り
を
模
し
た
外
観
が
人
気
で

す
。硬
券
の
切
符
付
き
。（
１
回

１
０
０
円
）

と
き

10
月
21
日
ま
で
の
土・日・祝

と
こ
ろ　

花
の
広
場

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

　

両
手
に
専
用
ポ
ー
ル
を
持
って

歩
き
ま
す
。体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、首
や
肩
コ
リ
の
軽
減
、腰
痛

防
止
な
ど
、ご
高
齢
の
方
の
運
動

や
リ
ハ
ビ
リ
に
も
向
い
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

と
き　

10
月
20
日（
土
）

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時

定
員　

先
着
20
人

対
象

身
長
１
４
０
㌢
以
上
の
方

受
付

北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
前

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
花
の
情
報

は
、公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

電
話
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10 月 21 日まで毎日開園

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
、日
常
生
活
で
常
時
、特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
20
歳
以
上
の
人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額　

月
額　

２
万
６
千
２
６
０
円

（
原
爆
介
護
手
当
と
の
支
給
調
整

あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
、受
給
資

格
を
喪
失
し
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

必
ず
資
格
喪
失
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、日
常

生
活
で
常
時
、介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
。

（
年
金
受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額　

月
額　

１
万
４
千
２
８
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
、受

給
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。（
こ
の

場
合
、必
ず
資
格
喪
失
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）

《
支
給
月
》

い
ず
れ
も
２
・
５
・
８
・
11
月
に
前

３
カ
月
分
の
手
当
を
支
給

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》　

診
断
書（
指
定
の
用
紙
）、印
鑑
、

所
得
状
況
届
、年
金
・
恩
給
受
給

額
の
確
認
書
類
、振
込
先
通
帳
な

ど
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

あっぱれ
庄原
全 国レ ベ ル の 大 会 出 場
者、全 国・県レ ベ ル の 大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

【
全
国
大
会
】

全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭（
写
真
部
門
）

●
最
優
秀
賞（
文
化
庁
長
官
賞
）

松
井　

瑠
美

（
庄
原
実
業
高
３
年
）

【
そ
の
他
】

夏
山
ワ
ク
ワ
ク
な
ぎ
な

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
８
月
24
日
～
26
日・道
後
山
高

原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
体
育
館
）

花を召しませ
秋桜百花繚乱

「
秋
ま
つ
り
」開
催
中
! !

10
月
21
日（
日
）ま
で　

毎
日
開

園
! !

10
月
７
日（
日
）、14
日（
日
）は

無
料
入
園
日

※
駐
車
料
金
は
別
途
必
要

（要予約）
（広島司法書士会所属）

●
試
合
競
技

小
学
校
高
学
年
の
部　

準
優
勝

久
保　

春
喜（
西
城
小
５
年
）

中
学
校
の
部　

準
優
勝

久
保　

寛
明（
西
城
中
２
年
）

一
般
男
子
の
部　

４
位

木
村　

辰
也（
西
城
町
）　

平成２４年度県立広島大学市民公開講座（後期）
「実験から見る学問の最先端の世界」

　県立広島大学の専門的で高度な知識や技術を学ぶために始まった「県立広島大学市民公開講座」は、これまでも多様な調
査研究の成果を題材に講座を開設してきました。
　今回の講座は、県立広島大学で生命科学・環境の分野で調査研究を進めている内容について、実際に実験を見学しながら
研究内容を学習します。
　普段は見ることのできない県立広島大学研究現場の最先端の世界に触れ、知識を深めましょう。
■講座日程

■ところ　　県立広島大学庄原キャンパス
■申込受付　１０月１５日（月）～１１月２日（金）
　　　　　　生涯学習課社会教育係へ電話、ＦＡＸまたは電子メールでお申し込みください。（住所・氏名・電話番号・年齢を明記）
■定　員　　２０人
■申し込み・問い合わせ　庄原市教育委員会生涯学習課社会教育係
　　　〒７２７-８５０１　庄原市中本町一丁目１０番１号　☎０８２４-７３-１１８８　Ｆａｘ０８２４-７３-１２５４
　　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓｙｏｇａｉ-ｓｙａｋａｉ@ｃｉｔｙ.ｓｈｏｂａｒａ.ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ

回 日　　時 講　座　名 場　所 講　　　師
１ １１月７日(水)１３時～ 環境分析への誘い ５１１１教室 生命環境学部　准教授　三苫　好治
２ １１月１５日(木)１３時～ 生物の光を見てみる利用する ４３０７教室 生命環境学部　准教授　阪口　利文
３ １１月２８日(水)１３時～ 不妊治療を目的とした哺乳動物卵の体外培養 ５１１１教室 生命環境学部　准教授　山下　泰尚

※講座は１回２時間です。※２回以上講座を受講された方には修了証を交付します。

日本最大級 100 品種のコスモスコレクション
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広報日記
　「このところ肉が食べられん（身体が受け付けない）
ようになった」。バーベキューなどでの会話によく出てく
るフレーズです。それにうなずく自分。実際に年齢ととも
に肉をあまり食べなくなってきたという人は多いのでは
ないでしょうか。ただ、和牛生産者にとっての一番の支
援は「広島牛を食べてもらうことだ」と言われていまし
た。毎日焼肉とはいきませんが、肉を購入するときには
広島牛を意識して購入したいと思います。奥

１０月・１１月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問 環境政策課　☎ 0824-72-1398

人の動き
平成 24 年８月末日現在

[住民基本台帳登載人口]
人口　３９，７１５人（前年比－６１８人）
男　　１８，７７２人（前年比－３６７人）
女　　２０，９４３人（前年比－２５１人）
世帯数　１６，０３２世帯（前年比－２０９世帯）
 [うち外国人]
○　人口　３０６人（前年比－８人）

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

１０月１０日・２４日
１１月１４日・２８日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

と　き　１０月２２日（月）１２時１５分～５５分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　藤本　彩花（クラリネット）　
　　　　香月　圭佑（チェロ）
曲　目　ベートーヴェン作曲　「二重奏曲」
　　　　ジブリ映画メドレー
　　　　�「千と千尋の神隠し、
　　　　　　　　　崖の上のポニョ　ほか」
藤
ふじもとあやか

本彩花・・・庄原格致高校卒業。エリザベト音楽大学 
演奏学科クラリネット専攻を卒業後、桐朋オーケストラ・アカ
デミーを修了。現在、フリーのクラリネット奏者として活躍
中。神奈川県在住。

香
かつきけいすけ

月圭佑・・・玉川大学芸術学科卒業後、桐朋学園大
学研究科を経て同大学院大学を修了。桐朋アカデミー・
オーケストラなどと協奏曲を共演。現在、東邦音楽大学
チェロ科講師、玉川大学芸術学部演奏指導員。東京都
在住。

問 生涯学習課文化振興係☎ 0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

献血を次のとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問 保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

★１１月の展示案内★
楽しく遊ぶキルト作品展
８日（木）～ 10 日（土）10 時～ 17 時
問 庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　11 月９日（金）９時〜 13 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎ 0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

10月

【１０月～１１月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○郷土料理教室
　「実りの秋、山の幸～ナバ料理を味わおう」
　とき　１０月１５日(月）　１０時～１４時　
　参加費　１,５００円　定員　３０人
○かずら教室
　「取手付き壁掛けかご作り」
　とき　１０月１９日（金）９時３０分～１２時
　参加費　１,５００円　定員　１５人
　※５００ｍｌ空のペットボトル、ハサミを持参
○癒やしの空間づくりｋｏｕｚａ
　「ハゼ壺を使った寄せ植え」
　とき　１０月２４日(水）
　朝の部１０時３０分～１２時３０分
　昼の部１３時３０分～１５時３０分
　参加費　２,０００円　定員　各１０人

▼展示・催し物
○「秋を楽しむ～やまのおみやげやの展示会」展
　～土日はプチ手づくり教室～
　とき　１０月１７日(水）～２９日（月）
○「ちくちくハウス玉手箱と仲間たち」作品展
　とき　１０月３１日（水）～１１月８日（木）
○庄原華道連盟「生花展」
　とき　１１月１０日(土）・１１日(日）

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

10 月 14 日（日） 児玉医院 ０８２４−７２−０１４７
21 日（日） 林医院 ０８２４−７２−０１２１
28 日（日） 戸谷医院 ０８２４−７２−３１３１

11 月３日（土） 戸谷医院 ０８２４−７２−３１３１
４日（日） 庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１

●東城地域
月　日 診療所名 電話番号

10 月 14 日（日） 三上クリニック ０８４７７−２−１１５１
21 日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０
28 日（日） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５

11 月３日（土） 日伝医院 ０８４７７−２−２１８０
４日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０

１０月・１１月の休日診療については、次のとおりです。

実施日 会場 受付時間
１０月２９日（月） ザ・ビッグ庄原店 １１時３０分～１５時

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

　これは、籾（もみ）の跡が付いた土器の底です。この土器は今
から約２，５００年前の縄文時代晩期に作られたもので、底は半分
以上が欠けていますが、矢印の先のところに籾の圧痕がありま
す。土器を作っている時に付いたようです。籾は長径５．２ミリ、短径
３．１ミリ、その比率は１．６７でやや細身ですが、ジャポニカ型のイネ
とされています。
　この土器は、帝釈名越岩陰遺跡（東城町帝釈未渡）から出土
したものですが、名越遺跡は狭い峡谷にあり、遺跡周辺には水田
ができるような場所は見当たりません。しかし、この土器が作られ
た晩期の終わり頃には、近くでイネが栽培されていたことがわかり
ます。
　近年、西日本では、晩期より古い後期の土器に、籾の跡が付い
たものや、土器の胎土（粘土）の中からイネやヒエ、シコクビエなど
の雑穀類のプラント・オパール（その植物特有の形をした珪酸体）
が見つかっています。また、後期（約４，０００年～３，０００年前）に
は、打製石斧といわれる土を掘る道具や鎌、弥生時代の石包丁
に似た収穫用の道具と考えられる石器が現れます。
　縄文時代は自然に依存した社会ですが、後期頃になるとイネ

（水稲か陸稲かは不明）や雑穀類を少しずつ栽培し始めていた
ようです。それは焼畑のような方法かもしれません。

籾の跡がついた縄文土器

食育コーナー
問 保健医療課　☎ 0824-73-1255

ふれあい市長室の日程
問 情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　11月17日（土）９時～１２時
ところ　比和支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

帝釈峡博物展示施設 時悠館 ☎ 08477-6-0161
９時～１７時　休館日：水曜日（祝日開館、翌日休館）・年末年始

①食べ物を選ぶ力
買い物をして、いろいろな食材を知ろう。
身体に良い食べ物を知ろう。
食事のバランスを考えよう。

②食べ物の味がわかる力
いろいろな食材を食べて味を覚えよう。
形、におい、歯ごたえや味、触った感じ、音など
五感でおいしさを感じよう。

③食べ物のいのちを感じる力
食べ物が「いのち」であることを知ろう。
自分で食べ物を育ててみよう。

④料理ができる力
自分で料理を作ってみよう。
味付けや盛り付けの工夫をしよう。

⑤元気なからだがわかる力
早寝、早起きで健康なからだををつくろう。
食べ過ぎ、欠食、虫歯に注意しよう。

家族みんなで力を

　　　つけていきましょう。

　食育は、生まれた時から始まっています。家族が子どもたちに、
日常生活の中で伝えていけることはたくさんあります。食育もその
一つです。

５つのちからとは・・・


